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事
加
希
謀
者
は
、
ハ
ガ
キ
か
電
話
で

総
工
課
門
時
間
関
町
九
j

一〉へ。

マ
時
・
生
場
日
月
3
日
午
後
l
時

半
。
市
立
娯
葡
奈
民
館

中
一
ア

l
マ
・
「
虫
軒
品
の
買
い
方
・

選
び
方
」
@

重へ〈
民集ト
~中i マ

t授の
車山1':'C
寵 v
空
番主主

わが子たちのために市内によい環境を確保しよう

関係間体的代表78名が集まって〈社会環境戸浄化を促進

する会〉が発足し、地域ぜんよの人的参加を得て活動を

主主燃している、あなたの積極的な支援も円。



登
録
免
許
粧
や
毘
定
資
産
税
の
誠
額
制
度

わり安疹なで差す毒惇員五ま喜左
と長室塁、重輩出盟

主持季22著書513号222
主主註童話雲華宵ヨ令p
o;五雪主重う喜費霊必警k話会護

室長主主2議事長皇霊5525
否出市
か平庁
'"壇骨

ぃ禽荷

ii言
語 flZだ
問、つ

~~!県
費 るヰ工
、勾Z 哲罫

長言 語
票ZE
~，司会
iRノム カて
ぷ陀1 完z:mz 成
吉

ち.

市
と
商
工
会
議
所
で
務
ヱ
名
鑑
を
作
成

次
ぐ
も
の
で
、
と
の
中
に
中
地
方
事
務

}
附
、
同
福
品
川
串
務
所
、
平
塚
土
木
事
務

、
平
塚
出
師
事
務
所
、
求
者
向
平
塚

務
所
、
中
教
育
現
ず
詰
所
が
は
い
る
.

門
名
郡
〕
神
高
山
県
平
塚
A
E
E

同
庁
舎

〔
所
在
地
〕
平
田
概
市
八
幡
一

O
一
番
一
r
i
t
i
s

地。

木
と
胆
わ
れ
る
註
慣
が
で
き
た
@
ち
と
海
辺
に
遊
ん
だ
@
ぜ
ワ
ス
は
そ
背
に
曹
せ
ら
れ
た
ま
ま
、
ま
る
一
あ
げ
よ
っ
」
と
。
ひ
と
り
悲
じ
み
に
ワ
ロ
ベ
よ
、
気
老
事
さ
な
い
が
よ

七
夕
で
州
知
名
と
な
っ
た
平
塚
老
、
の
英
し
さ
に
心
守
電
わ
れ
、
問
分
も
日
、
限
り
な
い
寝
泊
宅
設
夕
、
朝
を
む
〈
れ
て
い
た
エ
ワ
ロ
ベ
は
、
手
を
さ
い
。
お
ま
え
そ
帯
っ
た
の
は
ゼ
U
ス

〉

さ

β
L明
竹
棋
で
色
づ
け
だ
い
よ
古
美
し
い
誰
牛
に
婆
を
愛
子
え
て
近
づ
い
か
え
た
。
し
む
べ
た
。
の
神
で
一
7
q
お
ま
え
は
無
離
の
神
の

白
な
気
が
す
る
の
は
、
わ
た
く
し
#
~
げ
て
い
っ
た
i

夕
方
に
な
っ
て
一
障
に
着
い
た
。
ク
見
姶
て
ら
れ
た
エ
ロ
ロ
ベ
は
自
殺
下
界
の
妥
な
白
で
す
。
お
ま
え
白
名

閣

の

毒

で

は

な

か

ろ

5
・
ヱ
ワ
ロ
ベ
は
友
だ
ち
め
手
足
レ
主
で
あ
る
。
警
は
臨
に
あ
が
翼
手
、
悩
ん
だ

-
Zと君、
5
は
誌
な
も
の
と
な
る

5
ょう。

印
刷

X

り
、
量
を
し
た
木
の
下
に
エ
ワ
ロ
し
ろ
に
神
え
し
い
光
に
つ
つ
ま
れ
た
お
ま
え
喜
え
入
れ
た
己
の
異
閣
の

コ

夏

む

シ

ー

ズ

yは
終
っ
た
1

銭
安
繊
槻

}

h

場

合

地

は

、

今

後

エ

ワ

ロ

ベ

と

酔

ば

れ

る

A
片
山
や
揺
は
、
人
で
埋
ま
遺
品

J
J

機

会

ろ

、

今

-4

掛
持

)

i

ゑ

後

一

、

今

の

だ

か

ら

」

ヘ

ー

ニ

L
d
p
リ
ジ
ヤ
ゆ

】

人

一

出

で

に

さ

わ

っ

た

き

だ

が

、

事

パ

問

問

、

細

繍

時

々

〆

い

い

え

了

、

u

H

闘
の
中
か
ら
)

d

d

m

故
主
義
者
も
、
例
年

Z

J

O

ア

畿

総

額

ノ

γ
:
¥
?
?よ
そ

わ

た

く

お

小

害

時

1

る

状

況

が

み

え

合

軍

露

骨

際

F
J
J
u鴻
V
/
一

発

一

r
;
p

パ
ふ
万
長
代
の
先
輩
、
妻
聖
業
K
K霊

長

ぜ

ず

に

は

お

れ

な

い

・

官

島

知

リ

欝

〈

J

J

ず
子
機
川
淵
献
で
あ
る
和
町
裂
さ
ん
か
ら
、
市
に

市

ζ
長

警

に

出

か

け

た

パ

ス

~

ノ

開

¥

¥

J

J

J

長
警
部
「
ヱ
ウ
ロ
ベ
し
の
桂
が
寄
贈
さ
れ
会

7
2
5
2中
蓄

に

ま

ず

ノ

ら

影

響

襲

撃

J
、
私
み
で
箆
面
会
会
員
で
、
昨
年
度
の
ま
井

議

く

ず

れ

五

騨

川

に

お

し

雪

。

噛

か

審

騒

騒

擁

護

委

議

開

鈴

伝

子

島

田

章

一

一

一

霊

長

れ

、

務

委

害

お

と

な

や

子

江

白

麟

轟

轟

藤

、

ゑ

ゑ

密

主

須

賀

雨

量

)

白

書

。

具

象

志

望

暴

露

ゴ

ム

に

い

供

向

一

君

主

妻

、

E

L

f

麟

欝

鞠

鵠

鱒

欝

L
J三
畿

口

仕

草

と

3
5
2
2

5い
主

著

寝

室

伸

と

い

う

大

事

一

が

起

き

た

ニ

ュ

ー

ス

}

法

麟

鱒

麟

離

職

議

韓

三

手

酷

欝

三

闘

で

あ

る

。

線
)
の
中
央
分
離
帯
に
、
害
警
は
、
ま

Eに
お

君

主

警

高

史

寸

ん

田

輯

轄

離

鵜

錦

織

鰯

議

♂

包

購

鱗

麟

ロ

酎

ζ
の
粧
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

纏
え
た
の
は
、
二
年
前
の
こ
と
で
あ
謹
し
ん
で
ご
興
一
一
捕
を
お
祈
り
す
る
次
/
塩
、
寵
磁
概
灘
欝
藤
翠
欝
轟
三
鶴
蹟
盤
機
織
咋
作

y
可

R
3
為

灘

饗

轟

轟

務

態

麟

翻

付

ぷ

一

一

類

鑑

識

力

な

エ

ヲ

ロ

ベ

霊

平

安

っ

て

を

つ

ジ
ガ
ス
警
の
ハ
ム
惑
に
も
め
げ
げ
ζ

と

は

露

管

理

者

実

話

。

欝

離

鶴

能

額

較

艶

盤

帥

蝿

た

渇

域

が

志

名

に

ち

な

ん

で

ヨ

2
5
5
3に
2
5
車
輪
購
議
鞠
岡
山
川
一
~
一
九
日
日
語

感

2
2
5
5。笈
け
に
口
創
刊

M
M
U
U
与

す

麟

欝

欝

鱗

艶

麟

鶴

麟

輯

慶

一

か

り

雪

だ

主

読

ん

吉

は

、

の

望

。

イ

ン

ド

原

産

だ

け

あ

っ

た

観

光

パ

ス

響

詩

し

で

も

、

大

関

欝

鶴

欝

轟

灘

臨

醜

騒

譲

渡

長

率

し

551

て
、
太
閤
慣
に
向
っ
て
摺
に
群
が
り
挟
き
な
措
置
露
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
輸
を
と
っ
て
、
雄
牛
の
角
に
諦
ベ
を
お
ろ
す
と
、
盗
を
梢
し
た
@
そ
女
神
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
が
立
っ
て
、
々
玄
ら
一
か
な
タ
ッ
テ
、
莞
し
い
色

2
5
Zえ
て

く

れ

て

〈

D
、
吉
え
み
な
が
ら
警
告
の
営
者
し
い
立
派
な

2
5君
主
、
綬
を
た
て
三
重
か
れ
た

2
2
2

い

る

。

む

か

し

む

恥

じ

、

地

中

海

沿

岸

に

ひ

「

Z
と
飛
び
桑
っ
た
。
わ
れ
丈
己
主
日
っ
た
「
わ
た
し
が

D
、
恨
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
や
め
な
庁
舎
の
応
接
援
の
臨
時
箇
に
飾
ら
れ
て

蓄
量
〈
柔
か
か
ら
ず
、
ァ
ェ
エ
キ
ヤ
と
い
品
が
あ
っ
た
・
ず
る
と
牽
は
、
疾
駆
す
る
属
の
ク
レ
タ
島
皇
一
記
者
え
も
し
お
ま
さ
い
・
あ
り
増
い
と
お
も
5
躍
中
い
て
誌
づ
れ
る
市
民
自
み
な
さ
ん
の

し
か
も
積
も
ち
が
よ
い
寓
竹
棋
は
、
官
玄
ま
は

7
rノ
I
ル
と
い
っ
た
。
ょ
っ
に
定
っ
て
、
海
に
輔
ぴ
ζ
み
泳
え
が
、
と
の
わ
た
し
を
幸
福
に
し
て
は
、
ま
た
や
っ
て
き
て
、
お
ま
互
に
欝
践
を
侍
ち
の
宇
ん
で
い
暗
号
雪
ノ
だ

都
市
の
警
に
は
も
っ
て
ζ
い
の
花
彰
一
言
、
銀
の
エ
ロ
ロ
ベ
は
友
だ
い
で
い
主
・
エ
ロ
ロ
ベ
は
警
の
〈
れ
る
な
b
、
お
客
え
を
保
護
し
て
訴
さ
求
め
る
乙
と
で
し
ょ
う
。
エ
〈
昭
和
四
一
一
一
え
ニ
)

言f還器の検査華民程

9月25日(前〕 誠島公認鰭
ク (後〕 申3~きさ詰寺院鳥文乃7

'" 26日 寓上見公民館。27日 富士見公民館

。28日 重罰I公民館

'" 30田 市立毘泊台体育指

10月 18 目立見抗告悼脊館

'" 2日 神田公民館

'" 3日(前〉 、中央農協土沢支守

。(撞) 松原公民空E

10月 4日 松原公民舘

。7臼 中央農協旭支所

'" 8日情的 中央農協主主罰支所
'" (後} 金呂公定措

'" 9日 大野農協中原支所

夕刊日 大野農協八幡聾荷所

~ 148 平塚龍輪場

.， 15日 平塚競輪場

。16日 花水公民主宮

" 17日 花水公民盟
.， 188 四之宮公民館

。21田 市立見開f台体育館
。22日 市立克明治体育館

捺時間〈前)は9時30分一日時30分
(控)は13時 15時 1自のと吉は
9時30分-15時まで(lE午から 1時
罪主体み)

あなた商身の就職後の体験や慾
免、感想などを内容としますが、
題名!該自樹、作品は 1人 1綴
麟応募資格は市内在住在勤の勤労
喬少年男女で15歳から2.5歳まで
糧応募は氏名、性別、主主王手湾問、
勤務先を明記し、市脅少年額へ

盤締め切~ EHま紹和43年 10河2.0図
圏原稿!ま400字詰 6枚以内
麗表彰 a特選 1名、優秀重量 2名、
佳作 T名
溜問い合わせは(2.2.)1700青少年
錬育成係a;:で。



京
事
な
人
々
自
た
め
に
1

醤
窓
の
お
金
紗
担
問
し
あ
っ
え
み
ん
な
の
宅
セ
一
切
る
い
投
金
聖
舗
き
あ
守
仇
Y

っ
と
す

る
共
同
轟
金
運
動
が
、
十
月
一
日
か
烏
は
じ
忠
告
。
そ
ζ
号
、
今
月
は
持
同
事
金
持
銭
高
49益
問
、
募
金
関
係
者

と
一
般
市
民
か
ら
白
鞘
稿
文
宇
掲
載
し
て
ぷ
+
句
寄
南
文
は
、
一
一
人
の
弾
金
奉
仕
員
か
ら
A
共
同
草
食
の
奉
仕
者

v、
一
般
市
民
の
A
共
同
募
金
に
よ
せ
て
材
、
ま
た
そ
の
配
分
の
立
場
か
ら
と
し
て
県
民
詞
算
金
品
、
共
同
盟
問
金

押
文
コ
ジ
ク
I
ん
入
選
作
(
詩
)
な
E
で
も
と
の
機
会
に
広
く
一
般
市
民
の
弘
同
事
金
に
婚
す
る
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
た
い
@

売

。

が

あ

る

。

か

る

よ

ち

に

し

て

い

ζ

う
と
、
金
額

況
と
の
施
設
の
窮
乏
を
求
お
予
と
い
と
ζ
ろ
か
、
国
民
は
持
同
事
金
の
に
さ
き
が
け
て
ζ
の
四
月
か
ら
実
胞

を
う
こ
と
で
は
じ
め
ら
れ
た
共
同
算
金
お
金
は
、
施
設
に
記
分
さ
れ
て
い
る
し
て
い
る
。

松
で
あ
っ
た
が
、

ζ

の
二
十
年
の
聞
と
思
っ
て
い
る
白
に
、
実
は
社
会
福
た
す
け
あ
い
と
は
心
の
剤
れ
合
い

浜
に
、
私
た
品
の
一
生
活
が
良
く
な
っ
た
松
協
議
会
に
多
品
棋
の
記
分
が
い
っ
て
で
あ
る
。
相
互
白
信
頼
な
し
に
心
の

よ
守
L
h
閉
山
や
地
方
民
共
同
凶
降
、
そ
い
て
、
し
か
も
、
そ
の
う
ち
ゐ
大
き
贈
れ
古
い
は
う
ま
れ
な
い
。
『
た
い
下

し
て
民
間
の
母
カ
に
よ
っ
て
一
社
会
福
な
部
分
を
事
務
獄
、
み
件
費
が
占
め
け
あ
い
』
室
発
展
さ
せ
た
い
と
ね
が

共
同
事
会
の
寄
付
会
の
使
途
は
、
祉
費
も
ぎ
と
に
充
実
し
て
き
て
い
る
と
い
た
つ
批
判
が
う
ま
れ
、
総
生
つ
共
開
幕
金
菌
ら
が
協
力
さ
れ
る
み

社
会
福
祇
施
設
と
地
域
社
会
福
祉
協
た
。
モ
ζ
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
桶
者
も
少
な
か
ら
ず
当
…
噂
し
た
。
な
さ
ま
の
信
頼
を
失
う
L
A

ち
で
は
、

議
会
に
対
す
る
町
内
刀
に
大
別
で
き
る
っ
た
白
が
地
域
福
祉
問
動
で
£
る
。
神
奈
川
議
で
は
、
『
施
設
』
と
そ
れ
こ
そ
同
種
行
為
L
口
仁
レ
い

t

施

設

に

対

す

る

維

王

ず

唇

F
r良県

配

君

、

聾

霊

鳥

羽

号

事

量

こ

こ

各

空

説

γ
翼

九

ね

な

が

長

J

業
を

章
者
人
ホ
1
ム

d
Jノ
仁
ね
M
y
h
pツ

ノ

↑

↑

皇

官

、

/
s
h
B
G
》

4
一
都
抑
峻
晋
し
U

噌
進
め
て
い
る
。

長
と
で
野
白
ず
人

r
Eし
も
、
い

人
の
た
め
に
使
わ

i
そ
の
盟
分
の
立
場
よ
り
j

よ
い
よ
十
月
か
ら

れ
る
わ
け
E
、

治

二

十

二

川

め

の

共

域
社
八
「
拐
聞
社
初
議
会
に
守
す
る
配
存
社
会
補
祉
碑
設
を
轄
備
す
る
ζ
と
も
京
地
域
』
を
配
分
の
二
本
柱
と
し
間
募
金
が
行
な
わ
れ
る
。

は
、
地
域
む
C
に
仔
な
っ
社
会
福
祉
大
型
だ
が
、
そ
の
一
揖
前
の
予
防
防
て
、
ど
ち
ら
に
か
た
よ
る
と
い
う
乙
神
祭
川
県
下
の
社
会
梢
校
野
設

治
誕
の
資
金
と
し
ず
伝
わ
れ
る
。
動
を
充
実
さ
せ
て
、
社
会
瓶
投
聡
授
と
な
え
事
業
を
議
め

τき
た
の
を
、
そ
し
て
平
塚
市
の
社
会
議
利
治

昭
和
二
十
二
年
、
共
同
葬
&
叫
が
発
に
入
詳
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
々
で
、

ζ

の
批
判
は
あ
た
ら
な
い
と
磁
動
が
守
り
、
発
展
さ
せ
喜
た
め
に
、

足
し
ゃ
r当
時
は
、
戦
争
が
終
っ
て
聞
を
つ
〈
り
だ
さ
な
い
よ
三
L
し
な
け
倍
す
る
わ
け
だ
が
、
さ
ら
に
県
民
の
ど
ラ
宍
応
分
の
闘
力
を
闘
っ
て
や

も
な
い
回
で
し
た
の
で
、
い
わ
法
限
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
救
援
の
擬
D
返
み
な
さ
一
ん
の
信
頼
を
認
め
る
た
め
、
ま
な
い
e

民
総
押
さ
と
い
っ
た
辛
フ
な
状
想
だ
し
だ
け
玄
削
滋
は
な
い
。

ζ
の
地
域
社
会
福
枝
協
議
会
で
は
、
共
同
持
金

っ
た
の
で
、
ま
し
て
社
八
、
一
福
祉
施
設
読
誌
を
寝
中
ヂ
る
た
め
に
、
平
の
侃
升
季
伯
の
賢
哉
と
郎
会
計
に

の
苦
し
さ
は
、
大
変
な
も
む
だ
っ
境
市
に
は
早
塚
市
社
会
棋
祉
協
議
会
し
て
向
に
使
っ
た
か
ぞ
は
っ
き
わ
わ

(
県
止
(
橋
悪
童
会
問
松
摂
氏
)



厚
木
小
呂
田
陣
線
の
間
間
近

現
夜
、
ヱ
程
の
七
都
が
完
成

東
名
高
速
海
路
東
京
l
摩
ι

一
京
間
の
完
成
で
、
平
壕
は
い
ま
、

交
通
戦
争
の
ま
っ
た
だ
中
に
お
か
れ
て
い
る
。
浮
木
イ
ン
タ
ー

チ

z
yジ
ま
干
一
正
き
た
車
の
仇
れ
は
、
国
道
…
一
同
一
六
号
線
(
東
京
浴

時
掠
)
と
罰
法
…
二
長
J

韓
(
平
提
八
モ
一
f
綿
)
に
流
れ
込
ザ
AJ屯

と
む
う
ち
一
二
吾
ゑ
慨
を
雨
下
す
る
躍
は
、
平
時
撤
市
内
浄
」
通
過

し
て
、
忠
一
埠
一
号
棋
(
東
海
道
)
や
自
制
バ
イ
パ
只
に
入
る
こ

と
に
な
台
、
特
に
一
二
九
号
轄
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
散
し
い
も

の
が
あ
る
。
混
雑
の
特
仁
激
し
い
の
は
、
十
円
出
屯
工
入
口
付
近

と
、
認
四
国
混
と
み
〈
諾
す
る
八
樟
神
社
古
川
開
の
交
謹
戸
で
、
七

夕
期
間
中
は
、
七
タ
ヂ
見
に
く
る
客
と
海
水
郁
容
の
阜
で
う
ず

ま
D
、
車
塚
t

海
者
名
閉
ま
で
聞
が
な
ら
ん
戸
ほ
ど
a

さ
る
六

月
に
汗
な
っ
た
一
一
一
九
琴
線
の
交
通
車
謂
斉
で
は
、
上
下
錦
で

一
日
二
万
三
千
一
一
一
百
九
十
一
合
支
出
射
し
た
。
三
喜
サ
一
線

は
、
媛
大
の
難
所
だ
。
昨
年
、

ζ
の
一
二
吾
可
轄
で
の
事
放

は
、
二
百
二
十
件
発
呈
し
て
お
ハ
ツ
、
品
市
路
綜
mm斥
い
数
一
千
一
百

四
十
件
の
一
六
・
四
回
y
h
J
た
り
、
死
亡
一
寸
会
齢
者
一
「
自
ト
八

み
を
出
し
て
い
る
。
と
の
沿
揺
の
住
民
は
、
横
臥
す
る
に
も
市

が
凶
凡
で
審
ら
し
て
い
る
。
乙
の
対
策
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
す
が

打
た
れ
て
い
る
が
、
岡
山
雑
白
一
世
し
い
八
嶋
神
社
長
側
交
キ
ド
に

は
、
市
内
最
大
e
初
め
て
の
×
朝
一
辞
退
議
が
建
設
さ
れ
て
い

る
a

こ
の
詐
遜
構
は
、
県
が
施
工
し
た
も
の
で
、
幅
一
・
五

μ、

延
長
田
十
三
お
で
、
工
費
一
一
千
五
百
五
十
八
万
円
と
超
大
型
白

も
の
。
し
か
し
な
ん
と
い
っ
て
も
、
最
大
の
縄
和
識
は
、
来
年

四
月
完
成
予
定
拍
車
木
小
出
原
バ
イ
パ
ス
の
開
通
で
あ
る
。
摩

小
田
原
木
パ
J

パ
ス
は
厚
木
イ
Y
タ
ー
か
ら
田
崎
鹿
島
下

吉
沢
二
一
宮
i
開
富
小
田
原
で
八
月
来
尉
恥
七
二
oJ
の
E
訟

が
先
成
し
て
お
り
、
と
り
あ
え
ず
片
側
吋
二
車
謀
が
控
肘
開
始

さ
れ
る
。
東
名
厚
木
i
松
田
開
も
、
来
年
早
え
完
成
を
予
定
し

て
お
わ
J

、
そ
う
な
る
と
一
一
一
九
号
綜
は
、
ロ
1
声
ル
融
と
よ
な

宮
、
事
故
も
一
段
と
棋
少
し
す
る
，



川
市
教
育
番
員
企
技
会
教
育
課
は
、
現
代
社
虫
に
お
け
る
軍
庭
教
育
の
あ
り
方
ー
そ
の
窓
輔
、
学
輯
教
育
と

D
w

mm
穏
堤
檀
議
管
一
憲
長
室
警
の
重
要
性
を
み
ん
な
車
で
究
闘
し
て
い
ζ
う
と
、
い
ま
七
つ
の
家
庭
教
育
問

山
山
学
級
を
喧
開
演
し
て
い
る
。
学
級
生
も
年
々
増
3

ぇ
、
現
在
口
百
四
十
二
人
、
そ
れ
ぞ
れ
市
立
却
稚
圏
、
小
e
中

学

附

制
捜
訂
窓
口
拍
た
ち
が
受
講
し
、
着
々
成
粟
を
あ
げ
て
い
る
a

山州

出
今
屈
は
、
軍
庭
教
育
学
融
が
も
ど
の
よ
ろ
に
、

E
ん
な
方
法
で
浬
蛍
さ
れ
て
い
る
か
を
取
打
上
げ
て
み
一
た
。
山

% 

百

み
ん
な
で
考
え
る
家
庭
教
育
の
璽
要
性

た
い
へ
ん
開
顎
げ
凡
な
っ
て
き
た
，

家
庭
教
育
児
関
す
品
競
査
の
中
で
、

⑦
わ
が
子
の
し
つ
げ
叱
つ
い
て
と
い
う

潤
い
に
対
し
、
わ
が
子
の
し
つ
け
に
十

分
自
慢
ぞ
も
っ
て
い
る
別
は
、
会
体
の

一
部
肥
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
あ
ま
h
Z自

聾量溺の溺濠皇室を

。主詰選公民館。

~ 

ζの地区は、約 80口百の臨荏f認をもっ市の中核ともいうべき地区
でも ζの崇昔公民館iJ!~書館され、 3 年目￠昭和42年末までに、 10の

町内会、宮治会が生まれた.崇韓公民館は、昭和39年度にもとの市
議事堂の建物を改舗し、 40年う月に車線官したものである。収容人員
は、約 3C日人で6つの部援こ分かれている.第一会議援は収容人間

3加入、 80人のホール、白人目第2， 3会議室、 30人の和洋調理護
応接室主など立地条件もあって、地区内外の利用者ぼ毎月一方入者越

えている.

特に、競走主主喜の設備はのような輯理講座、議留にもむくようにな

っているので、都日OLのグループや青年教室、婦人団体で賑わっ
ている。年簡の事業内容も、①運営委員会議(繍汚)@釘内議逮捕

会議{繍月)③背世年育成品語〈繍月〉④閥入学級@市民体育レク

1) .:e~シ 3:;/大会(体育振興会主管}立派なもので、ど@揖出動け
合い重参加ダンスパーテ 1-⑦成人式⑧公民議まつ担⑨成人章第底、霊建

栴講艦、捕人毛筆教室と多彩であるe また、 ζ の地区の体育振興会

は公民館iJ'開館する前の地区のすべての活動白原動力であ白、地区

民との密接な関陣をもっていたので公民館開館と事じに、公民館活

動も円滑に行なわれた.ζの体育振興会はレク]).:e--シヨン大会を

はじめとして、市民総合体育大会、市内一周駅伝に著参加するほか、

バレーポ}ル、 Yブトポ}ル、パドミY トジなど白大会や車認の

海浜レク大会など内容のある行事者計画実行している。館長は、元

市長のt草原忠治郎さん、公民館主事はl調山、山梨吏員で管理人の
松崎勝子さんは、 ζ 白広〈部俸のさ多い公民館在、毎日使い良いよう

に、きれいにしてくれている袋善公民館を利用する人は、なるべく

二週間前ぐらいまでに、箆長申し込んでほしいと呼びかけている。

ほこる

捕獲体制も強化

。犬による毛皮ti急増でく〉

出ll"ノローズ第9iji阜の今月は、ったこよる被害急増で、式の正
しい飼い方にふれてみたい。コ町士、震がん動物¢なかで、理右 11事芸
翼である。王子束、人間こ従阪である;犬あある程度の富醜こ雲ζ日“'

33ぎたJZLaEzrL22223空132長江川里
長224222222??抗日以おおおり韓52RE 鵬 F Mよみい理噛35?童話む
器恭子iiiiziliZ忠実げ1251犠議議鍾饗iii?話
め究開結晶晶玉窓口礼 ;長謀議議宅需主主 5喜重

2空間を言!EM--独11言語立妻都:議議議議麟韓議議2室長12均 一ι 一一一
日目按も租づよく、品川'1駆活1盃訴事襲撃季-議撃でヲ議議聾麟輯轟轟覇 E主主語 霊雪E ZEZZぷ eL-C:*'J、L

芹 ZヰニヱF ニ---廿動、公開捕務などを実施 嗣 L主こ登lド一一一一一一一一一一 議齢、 潔襲撃懇懇繋鞠瀦緩瞳磁顕童書一一一二孟

官ZZT雪認すiii?ii222平等;議離欝輔離;寝室色合室isii打開
一一浮…問あっbさ筑jfl汁持号円盤麟麓議髄関晶君主2j:事2tRP率
三によ::;;;:ょこ?ニ::;て;:;リグヶ ;韓盤整轄韓議議開ぞ創刊Zigpiき!?
町れな〈なり国蜘以前一…一月基地 i喜一塁雫H213 日昼 EZA
訳本塁C322222??ら52ぷ主主25?liジお欝主 4212主主基一由zr蒜 U1h訴事一一三主主土主
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衛生課獄、 8月30自で恵臼ぜき@

ジフテ日ヤの混合予肪接蓮華の1臣Hヨ
を終了、引きつづき 9!'l168から 2
回目巡回在実施する。また、 10月 1

日からは、小児マヒ主主ヲクの地闘投

与昔、 11月はイジブルエYi戸、 12M
4こは種擦をはじめる。予訪接種のあ
るつ丘、鶴自の広報禄錦、有縄放送

などで予告するe 対象者はかららず

受げるよう心がけてほしい@

公民館

~ 25日 中原公民館
.， 26日須賀公民館
.， 278 1E水公民館
砂 28目 見総合武道揚
麹巡回局濯(3思め}

叩丹市日 吉沢小学校土屋小学校

.， 17日金自公民館金田公民館
~ 18日 限崎長民書官措島公民館
.， 19日想公民館豊田公民館
.， 218 ID四之宮公民館八撞公

民錯

。22日神田公民館花官公民館
# 23日 富士見公民館
# 24日 中原公民鰭
.， 25司 須賀公畏宣富松原公箆館
.， 26目 見附台武道場
調時爵・各会場とも午桂1時30分か

3 

〉く

広報紙に掲載するく赤ちゃん〉

今斥は、応募62名のなかから、
8月19自に広報課長が指せん、

昌宏ちゃんに決定した.

く募集〉制覇・官製立がきに@住所 e父母の氏名哨ち
ゃんの名まえと生血月8・若草の年令・父親の職業

者言書いてお出しください。応募主 1年持続の表示ちゃλ こ限Dます。
穣あて先 a平塚市浅鴎1IlJ9番 1号・平塚市役所仏浮寝諜表示ちゃんの募
集係。纏毎月拍せんのうえ、 1人ずつ広報紙に掲載。記念写真と市
長の自祇@掲毅広報紙10部を差しあげます広報課}

盛会 12待問場13待問演

窺・ 17待問場18時間j賓

麹対象①昭和43・2・1~43 ・ 6 • 
即日までに生まれた藷ちゃん.窃

日召42・7・1~43 ・ 1 .31日まで
に生まれた赤ちゃん寄生後18か月
未満児芭いままでに2自の投与を

受けていない子。
調巡問認寝

10月 1臼 金回公民館土沢中学梗

" 2臼金国公民館旭公民館
。ヲ日神間公民館豊田公民銭
。4日富士見公民館松原公民

館。5臼 須賀公民館:re71く公民館
。7日 I百四之宮公民館八幡公

民館

ク 8白 中原公民館

ク 9 Eヨ 見附台武道場
臨時節・各会場とも午能1時30分か
ら3時まで。お近〈

します

0倒人iこは体育館で毎丹第2、第4月
纏自に指導します。お気軽に..，

豊富量V43年度関迷惑j入選作品)

沼王者兵学校(三幕)

翻入場料金・ 200円前売
(当日究250円)

t 1ラ日 富士見公民熔
t 16日 中原公民銀
~ 18日 l百四之宮公民館
(F 19日花水公民館
~ 20日須賀公民銀
-(/ 21目 見総合武道場
( 2認め巡毘〉

11月8自 金自公民館土最小学校
。9日怨公民館吉沢小学校
" 11日 霊祭印公民館南涼公民館
。12日揖島公民館関輔公民館

神間公民館

遺留持関・各会場とも午後I時3051'か
ら3時まで.

種器対象・①昭43 ・ 2 ・ 1~昭43 ・ 8

月31日までに生まれた揖ちゃん.
⑤昭37 ・ 4 ・ 2~昭38 ・ 4 ・ 18

に生まれた蔀ちゃん.

盟i盟副自署量
12月 2日 宮沢小学校土麗刻、学校
.， 38 金百公民館盤E日公民館
.， 4日寓士見公民館岡崎公民

館

。5日旭公民館金問公民館



艇
と
一
緒
に
手
続
#
干
J

る
@
w
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融
関

・
切
号
以
下
、
写
真
は
四
ッ
切
に
限

る
。
審
進
は
、
条
踊
・
枠
拍
明
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横
額

a
揮
風
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各
サ
イ
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写
寓
に
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ヂ
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訓
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輔
自
問
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ポ
ヱ
タ
1

叫
ん

2
i
J
叩
母
国
笠
通
宝
え
た
聴
講

じ
リ
一
山
訓
舗
法
を
記
念
し
て
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県
労
働
部
で
は
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職
業
割
輯
の
室
、
醐
護
者
警
告
へ
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う
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ポ
ス
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と
職
業
訓
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作
文
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じ
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語
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一
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一
年
度
狩

罫
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し
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い
る
。

ji--M
猟
者
講
習
金
は
、
九

マ
理
誼
で
一
般
り
か
た
で
、
官
製
ペ
月
二
十
九
百
経
験
者
講
習
、
十
向
月
五

ガ
キ
一
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点
数
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都
心
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重
留
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、
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れ
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最
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醒
岸
ニ
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四
人
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幼
児
C
学
選
掛
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に
増
え
た
た
め
、

近
〈
仁
語
る
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の
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稚
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は
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定
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過
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で
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擦
も
な
く
、
満
足
な
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ま
た
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収
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月
謝
に
、
無
謀
蕊
出
費
を
す
る

と
開
審
$
阜
3
.

モζ
号、

ζ
の
近
辺
に
も
、
ぜ
ひ

叫
公
立
の
幼
稚
麗
』
を
設
蜜
し
て
ほ

し
い
と
康
う
も
の
で
す
。

混
在
、
そ
の

4
フ
な
計
画
絵
、
あ

る
白
で
し
ょ
う
か
、
夜
、
今
捜
説
盤

シ
主
さ
る
よ
っ

ι計
画
緩
い
去

す
.な
お
、
勝
、
と
ζ
ろ
に
話
P
ま
ず

と
、
第
一
一
一
花
水
小
学
校
の
敷
地
は
、

確
保
し
て
あ
る
そ
ラ
で
す
が
、
そ
の

ー
一
部
か
隣
接
場

ι設
費
で
き
な
い
も

わ
で
し
ょ
う
か
。

門
軸
醐
平
@
主
婦
純
国
葱
艶
子
〕

Z
0
1
i
i
d
初
児
教
声
の
重
要

指
答
え

zzz!i
伎
に
つ
い
て
は
、

痛
属
し
て
い
る
も
の
で
あ
白
ま

す
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
一
地

区
一
幼
児
施
説
と
い
う
ζ

と
で
語

業
内
職
業
訓
縄
住
。
ト
寅
祇
仁
田

x

終
る
は
富
ま
で
使
用
し
で
よ
い

マ
作
交
・
『
私
と
職
業
訓
腕
』
一
一
言

宇
諒
間
隔
磁
用
紙
十
世
か
ら
二
十
位
ま

で
。
締
切
日
は
九
月
三
十
日
。
マ
送

付
先
。
横
棋
市
中
区
日
本
大
通
神

奈
山
県
労
働
剖
叫
職
業
訓
練
課
ま
で
。

マ
聾
事
・
第
一
席
一
一
芳
円
(
各
一
人
)

第
二
席
}
万
円
(
各
一
一
人
心
、
第
一
一
語

五
千
円
〈
各
一
一
一
人
)

e

す
経
齢
者
講
醤
・
県
内
に
扇
伎
ず

る
人
で
、
協
和
ぬ
年
1
担
任
度
ま
で

に
こ
由
一
講
習
虫
の
対
露
と
な
る
種
類

白
狩
孫
免
許
を
一
回
以
よ
帯
仔
た
も

の
(
四
時
間
)

公立前雄閣の設置を望む

は、

d
な
は
だ
残
念
で
あ
り
ま
す

が
、
務
在
薪
設
の
予
定
が
あ
白
ま

ん
。
む
了
承
い
た
だ
ぎ
た
い
と
存

じ
ま
す
@
門
学
醍
鞍
宵
闇
〕

花
壇
を
大
切
応

"一

2:υ;…
平
塚
駅
前
富
士
銀

r
!と
行
部
よ
D
八
構
神

社
交
聾
点
の
両
側
の
お
轡
に
と
と

し
も
日
告
hUD白
穏
を
醇
戸
長
し

た
。
品
段
、
日
増
し
に
大
き
く
な

P
太
輔
の
沼
砕
咲
か
ぜ
て
い
ま
す

た
だ
、
気
広
な
る
ζ
と
は
、
通
D

が
か
幻
の
心
な
い
人
に
折
巨
捨
て

ら
れ
て
主
主
こ
と
壱
ず
。
主

も
待
度
か
警
官
者
受
ま
し
ら
乍
お

醐
嗣
い
で
す
皆
苧
ん
、
花
壇
の
ど
の

花
も
大
切
に
司
理
が
っ
て
ぐ
だ
さ

じ
門
韓
懇
親
行
落
世
若
人
よ
り
〕

撮

す

し

出

の

け

吉

署

た

間

・

ま

え

・

が

よ

古

て
・
め
が
摺
設
ん
て
い

2
た
い
か
た
米
自
動

け

濯

・

麗

新

を

は

え

て

直

つ

‘

く

つ

お

取

る

か

子

屋

小

銭

番

〔

揃

げ

欄

か

尽

た

ま

仕

掛

れ

も

団

ん

仮

平

見

去

を

あ

の

な

年

っ

し

概

略

で

院

は

で

田

〈

叩

半

肢

ぽ

)

吉

崎

ま

て

た

都

ん

時
に
お

D
な

時

)

美

講

道

週

一

白

は

つ

け

卒

な

ー
ζ

e

穏

で

臨

ん

の

帥

凶

暴

に

か

所

な

か

た

3

を
そ
屋
ズ

D
は

ぽ

た

え

も

)

て

名

〈

な

え

つ

る

道

。

酒

シ

か

合

つ

ま

欄

選

描

け

の

な

朽

ば

に

あ

県

だ

甘

ヨ

ば

組

い

あ

結

。

露

間

以

付

齢

れ

の

ら

慢

で

の

ん

・

ど

た

屡

〈

〉

ち

だ

曽

田

え

即

ら

か

さ

路

れ

相

込

屋

な

し

妓

本

〈

持

う

の

3
植
ζ

み
恥
い
に
わ

4
D
し

同

盟

涜

議

一

よ

控

ょ

こ

〈

は

り

低

若

う

あ

也

日

た

川

長

}

な

し

地

割

の

笛

は

の

。

で

か

意

賞

新

の

ら

だ

約

う

ま

44E
車

両

し

目

、

ま

み

教

の

の

右

の

れ

争

た

す

映

う

て

が

花

か

ん

朝

よ

制

ヘ

ナ

型

金

と

じ

(

点

ら

平

左

掛

己

戦

っ

て

を

い

っ

た

た

ち

掛

協

和

の

銚

ぷ

慎

に

て

〈

い

毘

が

れ

改

の

野

。

露

あ

び

花

と

が

っ

つ

乙

く

の

雷

の

D

川
し
行
い
金
落

ζ

間
川
世
田
た
自
で
伸
な
光
た
か
載
ち
謂
そ
て
桜

i
v
♂

澱

回

折

て

駅

南

聾

)

開

呂

に

け

た

の

と

事

観

し

な

て

品

。

ふ

つ

る

混

沌

渋

お

っ

躍

)

に

加

事

金

滋

付

つ

も

〈

見

だ

ず

し

し

が

た

原

宮

け

ふ
省
高
一
、
、
向

a
ゆ

隣

同

知

て

駒

え

た

の

ず

は

ま

れ

も

と

々

来

淘

に

づ

原

D
に

飢

え

の

(

県

っ

郭

植

わ

め

く

頃

は

ら

伝

事

人

て

い

〉

つ

τ
j

南

渡

西

日

た

)

年

川

が

領

在

に

た

す

年

時

い

宣

記

た

つ

広

判

き

司

吋

市

在

北

吋

か

め

。

四

一

語

た

屡

本

早

る

ま

5
部
ち
い
会
み
や
と

4
ぴ

J
J

塚
構
い
吋
(
な
る
投
神
し
曽
百
十
す
調
疋
ジ
も
し
杖
を
に
川
(
な

ら

山

平

川

そ

む

隠

か

い

明

は

に

と

数

去

念

箇

大

た

も

ら

の

D
見
目
盟
た

ど

、

一

去

に

持

片

み

て

で

め

堤

木

過

記

応

せ

襲

伝

部

便

諸

金

1
に

ヲ
/
手
〆
/
〆
ノ
ノ
/
/
/
/
ぷ
す
ノ
〆
/
ノ
ク
ク

f
?王
子
〆
〆
J
F
A
7
〆F
5
5
F
4
T
〆/
4
5
F
J
M

…
学
校
へ
行
き
た
が
ら
な
い
子
鎚
緊
…、、

一
吋
警
議
選
議
選
市
教
育
く
な
っ
て
主
主
つ
こ
と
が
者
二

一

川

畿

約

滋

続

線

約

滋

続

減

麟

研

究

訴

う

さ

ず

。

川

一
w

善
福
ま
た
、
時
輔
副
支
毘
玄
か
さ
れ
叩

一
四
撃
で
吸
っ
た
寵
か
ら
で
育
っ
た
た
め
に
こ
と
ろ
自
重
油

一
同
こ
九
な
宇
ど
も
j

が
来
期
で
こ
白
よ
う
な
間
同
媛
を
羽
田
町

一
山
朝
「
頭
が
痛
い
」
「
お
な
か
が

ζ
ナ
ζ
と
も
あ
b
ま

す

・

い

一
市
再
い
」
な
E
と
Z

冨
つ
手
掛
へ
行

i
ど
う
し

t
?

叩

一
い
き
た
が
ら
な
い
ζ
と
が
あ
り
ま
己
の
占
化
状
に
気
づ
い
た
ら
で
き
い

町

人

一

一

刊

す

る

戸

げ

単

〈

尊

門

の

構

関

〈

翠

黒

川

一
泊
勲
を
尋
引
っ
て
み
れ
ば
喜
子
票
所
、
警
研
究
務
、
連
創
市

一
刊
し
、
陸
者
へ
行
っ
て
も
と
と
も
態
震
な
ど
〉
に
相
談
し
て
…
抽
揖
を
受
山

一
山
〈
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
.
z
tし
げ
る
ζ
と
が
強
ま

ν¥そ
の
廃
刊

一
時
て
、
お
震
に
は
す
っ
か
主
豪
語
、
担
任
教
師
と
の
連
絡
も
三

一
刊
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
.
に
し
て
協
力
障
制
空
と
昌
乙
と
が
利

一

引

な

ぜ

!

必

要

で

し

ょ

5
。
親
が
付
き
添
っ
川

平

田

部

百

年

り

一

一

身

体

的

に

は

濁

票

?

で

一

時

現

F通
れ
て
行
く
一

一
山
な
い
白
に
、
心
書
な
語
部
事
乙
と
は
、
低
学
年
目
て

腰

史

を

揮

借

一

一

重

か

ら

学

校

へ

言

{

鮪

鵠

ザ

合

、

そ

れ

で

間

援

が

て

市

警

霊

会

社

会

教

育

昔

、

明

一

号

、

込

み

方

法

二

た

が

ら

な

い

号

、

警

糊

欄

都

民

ま

こ

と

主

喜

一

民
自
由
一
組
問
一
一
一
一
川
市
出
瞬
間
提
出
…

十
一
月
上
旬
把
頭
瞳
し
ょ
言
語
一
マ
内
容
ゐ
月
日
白
(
開
費
、
一
い
も
は

2
へ
行
主
主
ば
な
で
慎
重
に
レ
な
け
れ
ば
な
喜
之

主

め

て

い

る

。

一

よ

ら

な

い

ζ
と
葬
っ
て
い
な
が
b
ん
。
芝
、
宗
主
成
績
が
下
…

刊
行
け
な
い
で
い
る
白
で
す
。
が
る
よ
」
な
ど
白
乙
と
一
ば
ほ
、
子
山

い
ま
社
会
教
育
隷
で
は
、
ζ

の

…

ζ
の
震
の
大
き
資
閣
と
し
ど
も
り
不
安
感
を
言
に
大
妻
、
川

塚
言
年
間
出
」

吋
て
襲
名
分
離
の
不
安
が
あ
D

し
て
主
一
フ
も
の
で
す
。
吋

川

ま

す

。

蜜

躍

7

で、

1
tも
の
行
動
宇
且
惰
川

町
己
の
不
安
の
た
め
に
母
親
か
輯
し
、
図
っ
て
い
る
と
き
に
は
相
川

叩
ら
離
れ
ら
れ
な
い
の
干
す
。
そ
し
談
に
の
っ
て
あ
げ
る
よ
吉
弼
力
す
叩

山
て
、

ζ
の
よ
う
な
不
安
が
、
友
だ
れ
ば
、
安
心
感
を
も
っ
て
、
平
主
山

…
ち
に
い
じ
め
ら
れ
た
、
テ
ス
ト
が
も
は
自
由
に
独
立
し
た
起
を
こ

刊
で
き
な
い
、
霊
長
ら
一
袋
、
っ
て
い
く
ー
よ
5
に
な
る
の
で
一
す
。
叫

ル
な
E
の
乙
と
珍
善
っ
か
げ
と
し
て
(
担
当
・
竹
到
所
扇
〉
山

町

賓

一

面

に

現

わ

れ

、

学

技

へ

行

け

な

問

、f〆ddy〆〆
A
7
ノ〆〆〆〆〆///る，〆
J
〆〆
''Jノノ〆
A
Tノノクノノ
J
ノJ
J
A
T
J
J
J〆4
4
y
J〆
必
'
ノ
ノ
/
/
〆
制

市立童図揮育所ぢ遊ぶよい子 公立の紡児施設I玄、
運動湯も広〈幼児由教育lこは、十分な翻慮がt:J;され
ている

ん
で
お
D
ま
す
の
で
、
と
帝
哀
を

み
た
す
ζ
と
炉
支
苦
な
い
と
、
ζ

る
こ
と
を
決
め
え
気
軽
に
利
用

幸

@

マ
九
月
二
十
六
日
5
二
十
八
日
@
平

塚
駅
前
縁
地
続
ι

-X時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

時
ま
言
。
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現治39事国露戦争在記愈して、金田川左右目壊と韓議
{盟野j逝1;:;吉野桜由喜吉本数寄本が唖えられた。


	広報ひらつか　縮小版　第159号~第254号 375
	広報ひらつか　縮小版　第159号~第254号 376
	広報ひらつか　縮小版　第159号~第254号 377
	広報ひらつか　縮小版　第159号~第254号 378
	広報ひらつか　縮小版　第159号~第254号 379
	広報ひらつか　縮小版　第159号~第254号 380
	広報ひらつか　縮小版　第159号~第254号 381
	広報ひらつか　縮小版　第159号~第254号 382

